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令和６年３月相模原市教育委員会定例会 

 

○日  時 令和６年３月２７日（水）午前９時３０分から正午まで 

○場  所 教育委員会室 

○日  程 

１．開  会 

２．会議録署名者の決定 

３．議  事 

日程第 １（議案第１６号） 相模原市学校施設長寿命化計画の改訂について（学校教

育部） 

日程第 ２（議案第１７号） 相模原市教育委員会事務局の職員の人事について（教育

局） 

日程第 ３（議案第１８号） 相模原市教育委員会職員の職の設置等に関する規則の一

部を改正する規則について（教育局） 

日程第 ４（議案第１９号） 相模原市子どものいじめに関する審議会規則の一部を改

正する規則について（学校教育部） 

日程第 ５（議案第２０号） 教育財産の公用廃止について（学校教育部） 

４．報告案件 

日程第 ６（報告第１１号） 専決処分の報告について（学校教育課） 

日程第 ７（報告第１２号） 教職員研修の令和５年度実施状況及び令和６年度実施計

画について（教育センター） 

日程第 ８（報告第１３号） 相模原市指定文化財の指定に係る答申について（文化財

保護課） 

○出席者（６名） 

教 育 長  渡 邉 志寿代 

教育長職務代理者  小 泉 和 義 

委 員  平 岩 夏 木 

委 員  岩 田 美 香 

委 員  宇田川 久美子 

委 員  白 石 卓 之 
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○説明のために出席した者 

教 育 局 長  高 橋 良 明  学校給食・規模適正化  有 本 秀 美 
                   担 当 部 長 
 
学 校 教 育 部 長  農 上 勝 也  生 涯 学 習 部 長  村 田 典 久   
                    
教 育 局 参 事  岩 崎 雅 人  教育総務室総括副主幹  的 場 秀 剛 
兼教育総務室長           （総務企画班） 
 
教育総務室総括副主幹  角 田 直 樹  教 育 局 参 事  佐 藤 洋 一 
（人事給与班）           兼 学 務 課 長 
 
学 校 教 育 課 長  三 谷 将 史  学校教育課担当課長  前 島 利 広 
             (人権・児童生徒指導班) 
 
学校教育部参事  米 山   守  学校施設課総括副主幹  濱   陽  子  
兼学校施設課長           ( 計 画 班 ) 
 
学校施設課総括副主幹  田 中 伸 也  教育センター所長  奥 津 光 郎 
（機械設備班） 
 
教育センター総括副主幹  表 木   誕  教育センター指導主事  室 井   泉     
（研究・研修班） 
 
生涯学習部参事  天 野 由美子  文化財保護課担当課長  堂 園 浩 次 
兼文化財保護課長    
 
文化財保護課主任  齊 藤 真 一 
 

○事務局職員出席者 

教育総務室主任  栗 原 明 伸  教育総務室主事  田 中 瑠 菜 
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午前９時３０分 開会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□開   会 

◎渡邉教育長 ただいまから、相模原市教育委員会３月定例会を開会いたします。 

  本日の出席は６名で定足数に達しております。 

  本日の会議録署名につきましては、小泉委員と岩田委員を指名いたします。 

  それでは、日程に入ります。 

  はじめにお諮りいたします。本日の会議の日程２、議案第１７号、「相模原市教育委員

会事務局の職員の人事について」、日程８、報告第１３号、「相模原市指定文化財の指定

に係る答申について」は、会議規則の規定により公開しない会議として取り扱うことにご

異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 では、ご異議ございませんので、本日の会議のうち、日程２、日程８につい

ては公開しない会議といたします。 

  なお、公開しない会議とする案件は、会議の最後に審議することといたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市学校施設長寿命化計画の改訂について 

◎渡邉教育長 はじめに、日程１、議案第１６号、「相模原市学校施設長寿命化計画の改訂

について」を議題といたします。 

  事務局より説明をいたします。 

○農上学校教育部長 議案第１６号、相模原市学校施設長寿命化計画の改訂について、ご説

明申し上げます。 

  本議案につきましては、相模原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第

２条第１項第１号の規定により、本計画を改訂いたしたく、提案させていただくものでご

ざいます。 

  関係資料１、相模原市学校施設長寿命化計画の改訂についてをご覧ください。 

  １、概要でございますが、本計画は、校舎、屋内運動場及び武道場の老朽化対策を推進

し、学校施設に求められる機能及び教育環境における安全性・快適性の確保や役割に対応

するため、財政負担の軽減及び平準化を図り、計画的な学校施設の改修又は建て替えを実

施することを目的に、令和２年３月に策定いたしました。 
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  本計画の進捗状況や学校を取り巻く環境の変化等に鑑み、令和６年度から９年度までに

おける長寿命化改修等の対象となる学校施設を定めるため、本計画を改訂するものです。 

  ２、計画の位置付けでございますが、本計画は、「相模原市公共施設等総合管理計画」、

「相模原市公共建築物長寿命化基本方針」や文部科学省の「インフラ長寿命化計画」に基

づく、学校施設における個別施設計画として位置付けています。 

  ３、計画期間につきましては、令和２年度から２１年度までの２０年間です。 

  ４、主な改訂内容につきましては、令和２年度から５年度までの長寿命化改修等の実施

実績や学校を取り巻く環境の変化等を反映し、令和６年度から９年度までの長寿命化改修

等の対象となる学校施設について、年度別の対象施設及び事業費等を定めるものです。 

  具体的な対象施設につきましては、裏面の５、令和６年度から令和９年度までの対象リ

ストをご覧ください。表の左から２列目、学校棟名に記載の各校舎等につきまして、表の

右側、実施年度に記載の各年度に長寿命化工事等の実施を予定しています。 

  以上で、議案第１６号、相模原市学校施設長寿命化計画の改訂について、説明を終わら

せていただきます。 

  よろしくご決定くださいますようお願い申し上げます。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見ございましたらお願いいたしま

す。 

◎岩田委員 最初の計画の際には入ってなかった学校が入ったということでしょうか。変わ

った点をお伺いできればと思います。 

○米山学校施設課長 関係資料２の１１、１２ページをご覧下さい。コロナウイルス感染症

対策のため、夏休み期間の短縮等により工事の進捗率が５０％となっており、当初の計画

どおりできなかった校舎を主に行い、そのほか、改築年度等も確認しながら、今回の６年

度から９年度を決めさせていただきました。 

◎白石委員 長寿命化改修と大規模改造の違いを教えてください。 

○米山学校施設課長 関係資料２の７ページをご覧ください。 

  長寿命化改修は、建築物を全面的に改修し、躯体の長寿命化や建築物の耐久性を高める

ことを目的としており、大規模改造については、経年により通常発生する建築物の損傷、

機能低下に対する復旧措置を行う改修となっております。 

◎白石委員 規模感でいうと大規模な工事となるのは長寿命化改修ということでよろしいで

しょうか。 
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○米山学校施設課長 そのとおりです。 

◎小泉教育長職務代理者 長寿命化計画というのは、横浜市や川崎市も同じスタイルで行っ

ているのでしょうか。 

○米山学校施設課長 長寿命化計画に基づいている場合、国庫補助を受けられるため、他市

も同様の対応をしています。 

◎渡邉教育長 ほかに何かご質問等、よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 では、ありませんので、これより採決を行います。 

  議案第１６号、「相模原市学校施設長寿命化計画の改訂について」を原案どおり決する

にご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、議案第１６号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市教育委員会職員の職の設置等に関する規則の一部を改正する規則について 

◎渡邉教育長 次に日程２、議案第１８号、「相模原市教育委員会職員の職の設置等に関す

る規則の一部を改正する規則について」を議題といたします。 

  事務局より説明をいたします。 

○岩崎教育総務室長 議案第１８号について、ご説明申し上げます。 

  本議案は、新たな職を設置するための規定の追加をいたしたく、相模原市教育委員会教

育長に対する事務委任等に関する規則第２条第１項第７号の規定により提案するものでご

ざいます。 

  改正の内容につきましては、議案第１８号関係資料をご覧いただきたいと存じます。 

  はじめに、１、設置の目的についてでございます。 

  ６０歳到達年度末の級が９級、局長級又は８級、部長級の職員の配置について、元局部

長としての高度な知識・経験を、特定課題への対応等の職務において、より生かすことを

目的としております。 

  ２、職務の例としましては、特定課題に関する企画・立案・折衝・調整、他職員へのサ

ポートなどを行うものです。 

  ３、職名等についてですが、職名を「調整官」、級は５級、副主幹級とするものです。 

  議案第１８号にお戻りください。施行期日についてですが、令和６年４月１日とするも
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のです。 

  以上で、議案第１８号の説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご決定くださいますようお願い申し上げます。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見ございましたらお願いいたしま

す。 

◎小泉教育長職務代理者 教育委員会内の話だけではないと思われるのですが、市全体とし

てこの職がどのような規模で配置されるのか、任期はあるのか、また、教育委員会として

はどの分野に配置するのでしょうか。 

○岩崎教育総務室長 調整官の配置についてですが、市全体で６名を予定しており、具体的

には危機管理局、生活福祉部、保健衛生部、環境経済局、まちづくり推進部、教育局でご

ざいます。調整官として配置される期間については、１年となっております。 

  教育局としては、教職員コンプライアンス推進担当の調整官として、鈴木忠勝が配置予

定となっております。鈴木忠勝につきましては、コンプライアンス推進課長を以前経験し

ているため、その経験を生かし、学校現場におけるコンプライアンス推進体制の強化を目

的に配置されます。 

◎白石委員 教育局の調整官の席はどこに置かれるのでしょうか。また、参与の職について

は、今後どのようになるのでしょうか。 

○岩崎教育総務室長 座席につきましては、教育局付けの配置のため、局長に近い席を考え

ております。参与については、後任は特にいないため、職としては設置するものの、４月

以降の配置はないという形で進めさせていただきます。 

◎渡邉教育長 ほかに何かございますか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ございませんので、これより採決を行います。 

  議案第１８号、「相模原市教育委員会職員の職の設置等に関する規則の一部を改正する

規則について」を原案どおり決するにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、議案第１８号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市子どものいじめに関する審議会規則の一部を改正する規則について 

◎渡邉教育長 次に、日程４、議案第１９号、「相模原市子どものいじめに関する審議会規
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則の一部を改正する規則について」を議題といたします。 

  事務局より説明をいたします。 

○農上学校教育部長 議案第１９号、相模原市子どものいじめに関する審議会規則の一部を

改正する規則について、ご説明いたします。 

本審議会は、いじめ防止対策推進法第１４条第３項の規定に基づき、いじめの防止等の

ための実効的な対策について、教育委員会の諮問に応じて調査審議し、その結果を答申し、

又は意見を建議することを目的とし、平成２６年に設置いたしました。 

 本審議会は、発足当時から、市内小中学校だけでなく、市の関係機関や教育委員会が一

体となって、いじめの現状や実態の分析やいじめ防止等のための取組の有効な対策等に向

けた取組を行ってまいりましたが、設置から１０年が経過した中で、近年、全国的にも、

また、本市においても増加傾向にあるいじめ問題について検討した結果、文部科学省が発

出している「いじめの防止等のための基本的な方針」においても、委員については、「専

門的な知識及び経験を有する第三者等の参加を図り、公平性・中立性が確保されるよう努

めることが必要である。」と示されていることから、本市としても、いじめの防止やいじ

めの早期発見及びいじめへの対処の取組に対して、専門的な知識を有する委員の更なる参

画を図る必要があると捉え、今回新たに、医師、法律に関し知識経験を有する者、子ども

の発達及び心理に関し知識経験を有する者の３名を追加するものです。 

 また、現在委員としてお力添えいただいている市立学校の校長の代表につきましては、

委員から削り、第５条において、市立学校の校長の代表者の出席を求め、その意見又は説

明を聴くものとします。 

ただし、議事の内容によりその出席を要しないと認める場合は、この限りでないことと

し、今後は、直接児童生徒に関わるいじめ防止等の取組を実施する立場として、出席して

いただくものです。 

  以上、ご説明させていただきました。 

  よろしくご決定くださいますようお願い申し上げます。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見ございましたらお願いします。 

◎小泉教育長職務代理者 市立学校の校長の代表者については、基本的に参加するのでしょ

うか。また、内容によって出席を要しないということですが、出席しない場合の具体例は

ありますでしょうか。 

○三谷学校教育課長 市立学校の校長の代表者については、意見又は説明を聞くものとして
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いるため、基本的には出席していただきます。 

  出席しない場合の具体例は現段階では想定しておりませんが、校長がいない中で審議を

したいということを委員全員が求めた場合等については、検討いたします。 

◎宇田川委員 子どもの発達及び心理に関し知識経験を有する者として、どのような職や経

験をお持ちの方をイメージしているのでしょうか。 

○三谷学校教育課長 具体的には心理士を想定しております。 

◎白石委員 市立学校の校長の代表が会議に出席するとお伺いしましたが、いじめがあった

当該校の校長等も含まれてくるのでしょうか。 

○三谷学校教育課長 現在進行形のいじめの対策・対応については、調査委員会が行うとな

っているため、現在いじめが起きている学校の校長を呼ぶということはありません。 

◎渡邉教育長 どういう学校の校長を呼ぶことを想定しているのでしょうか。 

○三谷学校教育課長 校長会から代表として出していただくことにはなりますが、いじめの

対応に関わってこられた校長、また、児童生徒指導に取り組まれてきた校長をお呼びする

予定です。 

◎平岩委員 市立学校の校長の代表は、都度変わるのか、１年間同じ方なのかどちらでしょ

うか。 

○三谷学校教育課長 基本的には年度ごとに決めさせていただきます。 

◎渡邉教育長 ほかに何かございますか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ございませんので、これより採決を行います。 

  議案第１９号、「相模原市子どものいじめに関する審議会規則の一部を改正する規則に

ついて」を原案どおり決するにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、議案第１９号は可決されました。 

  ここで、暫時休憩いたします。なお、再開後の審議に関係する職員以外は退室してくだ

さい。 

（休憩・１０：１２～１０：２０） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□教育財産の公用廃止について 

◎渡邉教育長 休憩前に引き続き、会議を続けます。 
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  日程５、議案第２０号、「教育財産の公用廃止について」を議題といたします。 

  事務局より説明をいたします。 

○農上学校教育部長 議案第２０号、教育財産の公用廃止について、ご説明申し上げます。 

  本議案につきましては、相模原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第

２条第１項第９号の規定により、教育財産の公用廃止をいたしたく、提案させていただく

ものでございます。 

  本件は、義務教育学校として市立鳥屋学園を設置したことに伴い、廃止となった旧鳥屋

小学校の敷地の一部及び建物の公用を廃止するものでございます。 

  公用廃止物件の概要について、ご説明申し上げます。 

  名称は旧鳥屋小学校、位置は、相模原市緑区鳥屋１３２１番地３、敷地面積につきまし

ては、１１，３２２㎡、建物は、鉄筋コンクリート造３階建の校舎等、延べ床面積につい

ては、３，６６５㎡でございます。 

  また、公用廃止の期日につきましては、令和６年３月３１日でございます。 

  なお、案内図につきましては、次ページをご参照ください。 

  最終ページの配置図をご覧ください。 

  配置図内の校舎の右側にございます。網掛け部分の「岩石園」につきましては、鳥屋学

園が学習教材として引き続き使用するため、教育財産として残す土地でございます。 

  また、配置図内の校庭の下側にございます網掛け部分につきましても、プールや駐車ス

ペースがあり、教育財産として残す土地でございます。 

  以上で議案第２０号の説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご決定くださいますようお願い申し上げます。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見ございましたらお願いいたしま

す。 

◎白石委員 鳥屋小学校のグラウンドや体育館は、現在も地域の方が使っているのでしょう

か。 

○佐藤学務課長 現在は使われていない状況になります。今後の活用については、津久井ま

ちづくりセンターが地域と調整し、利活用していくということになります。 

◎白石委員 今後地域の方々は使用できなくなるのでしょうか。 

○佐藤学務課長 地域と市長部局で調整しており、リニアの車両基地の建設工事が行われる

ため、ＪＲ東海へ暫定的に校舎、校庭をお貸しするという方向で調整をしているところと
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承知しています。 

◎渡邉教育長 ほかに何かございますか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ございませんので、これより採決を行います。 

  議案第２０号、「教育財産の公用廃止について」を原案どおり決するにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 ご異議ございませんので、議案第２０号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□専決処分の報告について 

◎渡邉教育長 次に、日程６、報告第１１号、「専決処分の報告について」を議題といたし

ます。 

  事務局より説明をいたします。 

○三谷学校教育課長 報告第１１号についてご説明申し上げます。 

 市立中学校の管理下に生じた事故に係る損害賠償額の決定について、報告するものでご

ざいます。 

 お手元の資料、２枚目、「専決処分書」の裏面をご覧ください。 

 事故の状況についてでございますが、令和５年１１月２１日午後４時４０分頃、相模原

市南区内の市立中学校敷地内正門付近において、生徒が課外活動でバスケットボールをし

ていた際、正門から飛び出したボールに、隣接する市道を走行していた原動機付自転車が

乗り上げ転倒し、当該原動機付自転車等を破損させたほか、乗車していた被害者に怪我を

負わせたものでございます。 

本市の責任割合につきましては、記載のとおり９０パーセント、損害賠償額につきまし

ては、本件事故で負った怪我の治療費、破損した原動機付自転車の買い替えに係る費用な

どの合計額として、３３０，３６８円でございます。 

表の下段をご覧ください。再発防止策といたしまして、本件事故について全職員に共有

し、注意喚起を図ったほか、全部活動に対し、正門付近でボールを使った練習を行わない

よう指導いたしました。 

 また、全学級に対し、正門付近でのボール使用を禁止する旨、周知いたしました。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 
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  よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

◎小泉教育長職務代理者 学校では、正門で盛んに部活動が行われていたのでしょうか。ま

た、責任割合が９０％ということですが、どういったことでしょうか。 

○三谷学校教育課長 部活動の練習については、体育館が使えないときには正門付近で活動

することはこれまでもあったようです。ただ、門が開いていたというのが、今回の１つの

原因でした。 

  過失割合については、過去の同様事故を参考に、本事故における諸状況を加味しており

ます。 

◎小泉教育長職務代理者 正門付近での練習は認められているのでしょうか。 

○三谷学校教育課長 正門付近は、活動することを想定した作りにはなっていませんが、今

まで活動で使用しておりました。そのため、今後は正門付近ではボールを使用しないよう

指導いたしました。 

◎平岩委員 本来活動場所ではないと思うのですが、ほかの学校でも割とあるのだと思います。

正門付近でのボールの使用を禁止する前に、別の対策も考えていただきたいと思います。 

○三谷学校教育課長 事故発生当日なのですけれども、顧問が生徒に対し、練習場所や練習

内容を指示しておりました。その中で正門付近を指定し、怪我や事故に気を付けるよう注

意喚起をしていたものの、顧問が不在時に事故が起きてしまったところです。 

  場所については、各学校が工夫して行っているところではありますが、より安全な場所

で活動できるよう指導してまいります。 

◎平岩委員 再発防止策を考える際に、なんでも禁止としないよう、検討していただきたい

と思います。 

◎岩田委員 顧問が正門前で練習するよう指示したということですが、ほかのスペースがあ

まりないということでしょうか。 

○三谷学校教育課長 ドリブル練習を行うために、校庭ではなく、コンクリートになってい

る正門前を指示したということでした。今後は、体育館を交代で使えるよう、調整をして

いきます。 

◎宇田川委員 事故があったら禁止としてしまうのは、違うのかなと思っています。条件の

いい正門付近を使っていたのであれば、どうしたら安全に使うことができるのかというの
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を考えるというのも大事であると考えます。 

◎小泉教育長職務代理者 当該生徒に対するケアはどのようになっているのでしょうか。 

○三谷学校教育課長 当該生徒に対するケアとしては、スクールカウンセラーを案内したも

のの、相談には至らなかったとのことです。被害者の方も生徒が悪いのではないとおっし

ゃっていただいております。生徒に対するプレッシャーはないわけではなかったと思いま

すが、周りの生徒から責められることも特にありませんでした。 

◎渡邉教育長 ほかはよろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 では、この件については終了いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□教職員研修の令和５年度実施状況及び令和６年度実施計画について 

◎渡邉教育長 次に、日程７、報告第１２号、「教職員研修の令和５年度実施状況及び令和

６年度実施計画について」を議題といたします。 

  事務局より説明をいたします。 

○奥津教育センター所長 報告第１２号、教職員研修の令和５年度実施状況及び令和６年度

実施計画について、ご説明いたします。 

  関係資料１－１、「令和５年度教職員研修の実施状況について」をご覧ください。 

中段、２の（１）「実施講座回数と受講者数」でございますが、今年度は３月末見込み

で２７２回の講座を実施し、延べ約１８，０００人が受講しております。 

今年度は、研修の狙いに沿って研修形態を検討し、実施しました。また、キャリアステ

ージ研修では、研修を受講できなかった受講者に対し、動画等を活用し代替研修を実施し

ました。 

  １枚おめくりいただき、関係資料１－２、「令和５年度教職員研修における各研修の重

点及び成果と課題」をご覧ください。こちらは、今年度の研修について整理し、一覧にし

たものでございます。 

  ２枚おめくりいただき、関係資料２－１、「令和５年度教育センター研究・研修事業に

関するアンケート（まとめ）」をご覧ください。 

  こちらは、校長を対象として、主に「この方向でよい」、「再度の検討が必要」、「わ

からない」の３つから選ぶ方式を用いて実施したアンケート結果をグラフにまとめたもの

でございます。 
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  質問１「人材育成につながる人材育成指標、振り返りシートの効果的な活用の推進につ

いて」は、おおむね、方向性について、「この方向でよい」と回答をいただいております

が、質問３「研修の実施形態について」は、９．５％の割合で検討が必要であるとの回答

もございます。 

  続いて、１枚おめくりいただき、関係資料２－２、「令和５年度教育センター研究・研

修事業に関するアンケート（記述部分抜粋）」をご覧ください。 

  こちらは、自由記述欄から、主だった意見をまとめたものでございます。 

  意見が多かったものや成果や課題につながるところには、下線が引いてあります。 

  総じて申し上げますと、成果として挙げられているものといたしましては、「研修内容

や講師はタイムリーで、学校のニーズに対応している」、「1～３年目の職員が授業をす

ることを楽しいと感じ始めている。当該教員に寄り添った指導がありがたい」や、学校訪

問支援研修について、「授業改善に向けた意識改革によい機会となっている」等の感想を

いただいております。 

  一方、課題として挙げられているものといたしましては、研修の実施形態について、

「欠員がある状況である。更にオンラインやハイブリッドも取り入れてほしい」等の意見

がございました。 

  ２枚おめくりいただき、関係資料３、「令和５年度の主な成果と課題」をご覧ください。 

  特に成果や課題と捉えているところに下線が引いてあります。 

  令和５年度の主な成果といたしまして、４点挙げております。 

  人材育成指標について、各キャリアステージ研修で受講者と共有し、周知が図られたこ

とは成果であると考えます。また、校長を対象にした学校アンケートの結果より、人材育

成指標、振り返りシートの活用について、理解が進んできたと捉えています。 

  本市が掲げる「スタートとゴールを意識した授業改善」については、単元や題材で身に

付けさせたい力を明確にした上で、子どもの実態を把握し、授業改善を行う受講者の姿が

多く見られました。そのことから、「スタートとゴールを意識した授業改善」の理解が進

んでいると捉えています。これは、初任者から３年次までの基礎形成期において、グルー

プ担当や教科担当の指導主事が少人数で関わりながら研修を行ってきた成果だと考えます。 

  令和５年度の主な課題といたしまして、３点挙げております。 

  一人ひとりの教職員が主体的に学び続けることができるよう、人材育成指標やそれに基

づく「振り返りシート」、「受講履歴（Ｍｙアール）」を意図的・計画的に活用する必要
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があると考えています。 

  また、特別支援教育や人権・福祉教育、情報教育等、学校のニーズに合わせて研修を計

画し、自ら必要な研修を受講することができるよう選択研修を増やし研修を実施していく

必要があると考えております。 

  続いて、１枚おめくりいただき、関係資料４、「令和６年度教職員研修の実施計画につ

いて」をご覧ください。 

  受講者の振り返りと校長へのアンケート、令和５年度の成果と課題を踏まえ、令和６年

度の研修を計画いたしました。 

  １、令和６年度の方向性としましては、人材育成指標を活用した教師力向上に向けた研

修の充実に向けて、次の５点を重点として、取組を進めてまいります。 

  （１）人材育成指標とそれに基づく振り返りシートや「Ｍｙアール」の効果的な活用、

（２）スタートとゴールを意識した授業改善の推進、（３）初任者から３年次までの研修

における指導主事の支援、（４）選択研修・オンライン研修の充実、（５）今日的な教育

課題に対応した研修の実施です。 

  （１）人材育成指標とそれに基づく振り返りシートや受講履歴「Ｍｙアール」の効果的

な活用については、人材育成指標やそれに基づく振り返りシート等を用いることで、個々

の教員が自身の強みや立ち位置を俯瞰して捉え、伸ばしたいところや課題を把握できます。

それを基に、自身の強みを伸ばしたり課題を克服したりするために、それぞれの目標に沿

って受講できる選択研修を計画・実施していきます。そして、管理職との連携を図り、主

体的に学び続けることができるよう支援していきたいと考えています。また、各研修が人

材育成指標に示されているどの力を身に付ける研修なのかを受講者と確認し、「めざす

力」を意識した研修を実施していきます。 

  続いて、（５）今日的な教育課題に対応した研修の実施では、今日的な教育課題を踏ま

え、支援教育や人権・福祉教育、情報教育等、研修内容を検討し、研修を実施していきま

す。 

  そのほかの項目は、記載のとおりでございます。 

  続いて、中段の２、令和６年度教職員研修概要をご覧ください。 

  昨年度に引き続き、（１）めざす教員像の、「教育愛にあふれ社会の中で学び続ける教

員の実現」に向け、教員に求められる資質・能力を「教職の素養」、「マネジメント」、

「子ども理解・学級づくり」、「授業づくり」の４つのカテゴリーに分け、それぞれに対
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して、「教育職としての本質に迫る力」など、めざす力を設定して、研修を実施してまい

ります。研修講座については、お示ししているＡ～Ｅのとおりでございます。 

  ３、令和６年度研修実施形態・講座回数（予定）をご覧ください。来年度は、合計２８５

回の講座を開催する予定でございます。研修形態の内訳については、記載のとおりでござ

います。 

  １枚おめくりいただき、関係資料５、「令和６年度教職員研修体系」をご覧ください。

こちらは、研修講座を種類別に整理し、一覧にしたものでございます。 

  以上の研修計画に基づき、来年度も、本市教職員の育成に努めてまいります。 

  よろしくお願いいたします。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

◎小泉教育長職務代理者 振り返りシートとＭｙアールについて、もう少し詳しく教えてく

ださい。 

○奥津教育センター所長 振り返りシートですが、研修受講後に必ず記載いただくシートに

なります。Ｍｙアールについては、本市独自でシステムを構築しまして、振り返りをした

記述の内容がクラウド上に保存され、本人、教育委員会、管理職が閲覧できるシステムと

なります。どのような研修内容を受講したのか、円グラフで分かるものです。また、それ

ぞれが研修を受講後、定期的に人材育成指標を更に具体化した項目によりセルフチェック

をすると、レーダーチャートとなり一目で分かるようになっております。 

◎岩田委員 具体化した項目の一例を教えてください。 

○表木教育センター総括副主幹 項目の具体例として、専門性を高める授業力については、

指導案で目標を設定することができているかという項目があり、それに対して３段階で評

価をするものとなっています。 

◎岩田委員 どのような指標で評価をしているのでしょうか。 

○奥津教育センター所長 何をもってできたとするのかというのはあくまでも自己評価とな

っているため、１年目、２年目で最高評価である３段階の３を付けていたものの、数年後

に２に下がるということもございます。このセルフチェックでは、自分の立ち位置をどう

俯瞰して捉えていくのかが大切であり、自分の中に落とし込んでいく機会を研修の中で作

っていきたいと考えております。 

◎宇田川委員 振り返りシートやＭｙアールを使用し、教員自身の強みや立ち位置を俯瞰し
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て捉え、伸ばしたいところや課題を把握できるようにしていくと書かれており、把握がで

きるという点が要になってくるのだと思いますが、セルフチェックだけだと個人の考えの

みになりリスクがあるため、対話等を含めると新たに気付けるものもあると思います。 

○奥津教育センター所長 教育センターでも、自身だけでは気付けない部分が大事になると

考えており、Ｍｙアールは学校管理職と教育センターと本人で共有できるようになってお

りますので、学期初めの面談等で活用していただけるようお伝えしているところです。 

◎小泉教育長職務代理者 やはりＯＪＴが大事だと思います。教育センターで行うのは、た

たき台で、実際は各先生に合った支援を行っていくのは管理職の仕事だと思うので、管理

職の資質能力の向上に力を入れていただければと思います。 

◎平岩委員 令和６年度の実施計画の最後に講座回数の予定が書かれていますが、受講者数

についてはいかがでしょうか。 

○奥津教育センター所長 何人という想定の人数は決めておりませんが、昨年度よりも増や

すことができるよう努めてまいります。 

◎渡邉教育長 ほかはよろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 では、この件については終了いたします。 

  それでは、前回定例会議後の私の活動状況等について、ご報告をいたします。 

  ２月１８日に行われた相模原市ＰＴＡ大会では、成り手不足により活動に苦労されてい

るということもあり、新たなＰＴＡ活動のあり方を考える機会となりました。 

  同日、スポーツ協会主催の表彰式があり、学生５０名、優秀団体１３団体に対し、表彰

がありました。 

  ２月２５日、陸上競技協会主催の小学生駅伝大会に出席いたしました。 

  ３月３日、第４４回民族芸能大会が行われ、民族芸能の継承が課題となっているところ

ですが、地域の方々やボランティアの方の支えで活動が維持されており、今後更に発展し

ていくよう、行政としても支えていくことが必要だと感じました。 

  同日、市立博物館が宇宙フェスタさがみはらとして、様々な事業を開催し、その中でも

坂井プロジェクトマネージャーにお越しいただいた座談会に出席いたしました。 

  ３月１０日、さがみ風っ子教師塾卒塾式が行われ、今年度は２６名を送り出すことがで

きました。 

  そのほか、２月から３月にかけて公民館まつりが行われ、地域の活動が再開しているこ
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とを拝見いたしました。 

  それでは、次回の会議予定日を確認いたします。次回は、４月２４日、水曜日、午前９

時３０分から教育委員会室で開催する予定でよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

  それでは、次回の会議は、４月２４日、水曜日、午前９時３０分から開催予定といたし

ます。 

  ここで休憩いたします。再開後の審議に関係する職員以外は退室してください。 

  １１時１５分、再開といたします。 

（休憩・１１：０６～１１：１５） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市指定文化財の指定に係る答申について 

◎渡邉教育長 休憩前に引き続き、会議を続けます。 

  日程８、報告第１３号、「相模原市指定文化財の指定に係る答申について」を議題とい

たします。 

  事務局より説明をいたします。 

○天野文化財保護課長 報告第１３号、相模原市指定文化財の指定に係る答申について、ご

説明申し上げます。 

  本報告は、相模原市文化財の保存及び活用に関する条例の規定により、新たに２件の文

化財を相模原市指定文化財に指定することについて、相模原市文化財保護審議会からの答

申を受けたことから、報告するものでございます。 

 経過でございますが、令和５年８月１８日に開催した文化財保護審議会において、市指

定候補計２件が選定され、教育委員会からの１１月８日の諮問に対し、審議会から令和６年

２月２２日に答申をいただきましたことから、ご報告するものでございます。 

 別紙答申書にございますとおり、その内容は妥当であると判断し、指定するに差し支え

ないものとの答申を受けたものでございます。 

  続きまして、文化財の概略につきまして説明申し上げます。 

 参考資料１ページにございます表をご覧ください。 

 本件は審議会への諮問に当たり、１０月の教育委員会においてご説明させていただいた

ところでございますが、今回答申を受けました文化財は、１件目の名称は、紙本著色飯縄

権現像で、有形文化財の絵画でございます。 
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 ２件目の名称は、小原日天社の鰐口で、有形文化財の工芸品でございます。 

 いずれも１点で、所有者は市内在住の個人です。 

 なお、紙本著色飯縄権現像につきましては諮問時点のものとなっておりますが、所有者

からの寄託により、現在は相模原市立博物館所在となっております。 

 ２ページをご覧ください。 

 はじめに、紙本著色飯縄権現像でございますが、今から４００～５００年ほど前の室町

時代に描かれたとされる絵画です。 

 中段にございます提案理由でございます。 

 こちらは諮問時の提案理由となっておりますが、指定するに差し支えないとの答申を頂

いておりますので、今回は指定理由と読み替えていただきたいと存じます。 

 ふたつの候補はいずれも中世に遡る、市域でも貴重な歴史遺産であり、今後の適切な継

承が望まれるものとなっております。 

 紙本著色飯縄権現像は、中世の津久井地域における飯縄信仰を具体に示すもので、地域

の歴史や文化を理解するに当たり貴重な作例であります。 

 また、中世に遡る飯縄権現像は、県内をみても国・県指定のものはなく、その存在は県

下のみならず広域でも極めて稀であり、文化財絵画として重要な存在といえます。 

 恐れ入りますが、４ページをご覧ください。 

 小原日天社の鰐口でございます。 

 概要としまして、鰐口は神社の拝殿や仏堂の長押などに懸け、手前に下げられた縄を振

って鳴らす楽器の一つです。 

 中段の提案理由でございますが、小原日天社の鰐口は、中世の津久井地域における神仏

信仰と鰐口の流通を具体に示すもので、地域の歴史や文化を理解するに当たり貴重な作例

であります。 

 今回、文化財保護審議会からの答申を受け、これらを市指定有形文化財に指定し、今後

の適切な保護措置を図ってまいりたいと存じます。 

 最後に、６ページをご覧ください。 

 令和５年３月３１日現在の本市における「指定・登録文化財数の内訳」でございます。 

 今回、答申を受けました２件を指定することにより、市の指定文化財は６７件となりま

す。 

 以上で、報告第１３号の説明を終わらせていただきます。 
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 よろしくお願い申し上げます。 

◎渡邉教育長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見ございましたらお願いいたしま

す。 

◎白石委員 小原日天社の鰐口について、厚さが８．６ｃｍということですが、どのような

形状なのでしょうか。 

○齊藤文化財保護課主任 形状としては、鈴のように下に切り込みが入っており、縄につる

し、それ自身を当てて共鳴させるようなものになっております。 

◎岩田委員 飯縄権現像は、博物館で保管し、小原日天社の鰐口は個人所有とのことでした

が、保存状況等については、教育委員会から指示するのでしょうか。 

○天野文化財保護課長 個人で所有している方については、年間で２万円の奨励金をお支払

いしており、修理をした場合もかかった費用の半分をお支払いしております。 

○齊藤文化財保護課主任 個人が所持する文化財の適切な保管については、指定に当たりご

説明申し上げております。保管状況等もこちらで確認をさせていただいており、鰐口につ

いては、既に現状の保管状況で問題がないと判断しております。 

◎渡邉教育長 指定の文化財については、年に１度ほど確認等はしているのでしょうか。 

○天野文化財保護課長 文化財調査・普及員というボランティアが、市内文化財のパトロー

ルをしており、その中で何かあれば、報告してもらっています。 

◎渡邉教育長 ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎渡邉教育長 よろしいでしょうか。 

  では、ほかにございませんので、この件は終了いたします。 

  ここで、暫時休憩いたします。なお、再開後の審議に関係する職員以外は退室してくだ

さい。 

（休憩・１１：２８～１１：３０） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市教育委員会事務局の職員の人事について 

（公開しない会議 原案どおり可決） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎渡邉教育長 以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。 

  これをもちまして、定例会を閉会いたします。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   □閉   会 

正午 閉会 

 

 

 


